
５ 本時の授業（第１次中１時） １の３教室 

⑴ 本時のねらい  

自分や友達の名前には数が隠れていることに気付き，その数についてこれまで１つのまと

まりとしてとらえていた見方を広げ，１つの数をそれに対応する数の組み合わせ（いくつ

といくつ）として数をとらえることができることに気付く。                                                         

⑵ 本時の「決める」 

  身近な名前の中から数字を見つけ仲間分けしたものを１つの数をいろいろな２つの数を 

組み合わせて１つの数をつくったり，１つの数をいろいろな２つの数を組み合わせに分けた

りして，意味のあるわけ方で仲間を決める。 

   ⑶ 展開 

時 学習活動と子どもの姿 決める授業デザイン 
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１．見通しをもつ 

○書写で名前を書いたよね。 

いしいみずき うえのあおし  

はっとりみゆき なかがわこうた 

○仲間なんだけど、どんな仲間？ 

・１の３の人の名前，女と男，大人と子ども 

・６文字 

・だったら、まだいるよ 

 

 

２．自分の考えをもち，共有する 

４・・・ 1 人 

５・・・ 2 人 

６・・・ 19 人 

７・・・ 9 人 

８・・・ 4 人  

・６の仲間が多いね。 

３．高める 

○７の仲間に注目してみるよ 

もうちょっと仲間分けできない？ 

・どういうこと？ 

・できるよ。 

たかやまはるき こむらさくらこ みたこうたろう  

 ４と３      ３と４      ２と５ 

・何と何だね。 

・自分の仲間はいるかな？ 

・３と３がいっぱいいるよ。 

 

４．まとめとふりかえり 

 

 

 

 

 

【Before】 

名前に数が隠れていること

に気付く姿 

 

 

⑴扱う教材の吟味 

身近な名前を使ってそれを

数字に置き換え，現実の数学

化へ向けて対象を多面的に

見させる。 

⑵ 発言の系列の吟味 

③仲間を見つける④比べる

⑥つくるの観点で数字化さ

れた名前を見直させる。新し

い数の見方ができないとき

は，はさみで切って数の分解

に目をむけさせ，意味のある

わけ方，分ける場所を決めさ

せる。 

 

 

 

 

 

【After】 

１つの数をそれに対応する

数の組み合わせとして数を

とらえられることに気付く

姿 

 

 

＜仲間を見つけられるかな？＞ 

○いくつといくつで仲間を見つけられたよ。もっといろんな組み合わせを探してみたいな。 

。 


